
（2）
２４・１・２９

向
け
て
歩
む
人
々
に
と
っ
て
、

大
き
な
力
と
な
る
は
ず
で
あ

る
。
さ
ら
に
は
、
復
興
を
な
し

遂
げ
た
姿
を
全
世
界
の
人
々
に

示
し
、人
々
を
も
て
な
す
こ
と

は
、世
界
中
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

支
援
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち

を
あ
ら
わ
す
最
も
効
果
的
な
も

の
と
な
ろ
う
。
２
０
２
０
年
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
東
京
で
開
催
す

る
こ
と
は
、
我
が
国
が
東
日
本

大
震
災
か
ら
わ
ず
か
９
年
で
再

び
力
強
く
復
興
し
た
姿
と
日
本

が
安
全
で
あ
る
こ
と
を
世
界
に

示
す
こ
と
が
で
き
、
我
が
国
自

身
に
と
っ
て
も
復
興
を
な
し
遂

げ
る
た
め
の
象
徴
的
な
目
標
と

な
る
。
ま
た
、
先
進
諸
都
市
が

抱
え
る
環
境
問
題
や
経
済
停
滞

な
ど
の
諸
問
題
を
解
決
し
、
暮

ら
し
や
す
い
、
国
際
競
争
力
の

あ
る
都
市
の
実
現
に
つ
な
が

る
。
さ
ら
に
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
の
開
催
は
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
の
浸
透
に
よ
る
障
が
い

者
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
の
実

現
、
だ
れ
も
が
相
互
に
人
格
と

個
性
を
尊
重
し
合
う
共
生
社
会

の
実
現
を
促
進
す
る
。
国
に
お

い
て
は
、
国
家
戦
略
と
し
て
、

国
立
霞
ヶ
丘
競
技
場
の
改
築
や

周
辺
地
域
の
環
境
整
備
を
進
め

る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る

施
策
の
推
進
が
さ
ら
に
求
め
ら

れ
る
。
ま
た
、東
京
に
お
い
て

は
、ス
ポ
ー
ツ
祭
東
京
２
０
１

３
に
向
け
て
の
取
り
組
み
が
進

ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
機
を
と

ら
え
て
国
際
大
会
を
東
京
に
招

致
す
る
こ
と
は
、
時
宜
に
か
な

っ
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
よ
っ

て
、
本
市
議
会
は
、
東
京
都
に

対
し
、
２
０
２
０
年
に
開
催
さ

れ
る
第
32
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競

技
大
会
及
び
第
16
回
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
東
京
招
致

を
強
く
求
め
る
。

で
も
８
割
か
ら
９
割
の
国
民
が

「
不
十
分
だ
」と
答
え
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
る
影
響
は
、

農
業
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
医

療
、
金
融
、
食
品
な
ど
幅
広
い

国
民
生
活
全
般
に
及
ぶ
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ま
で
日
本
は
厳

し
い
基
準
で
Ｂ
Ｓ
Ｅ
・
遺
伝
子

組
み
か
え
食
品
・
残
留
農
薬
な

ど
に
対
処
し
、
市
民
の
健
康
を

守
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
で
は
輸
出
国
の
基
準
に
そ
の

ま
ま
従
う
こ
と
に
な
り
、
安
全

性
が
重
大
な
危
機
を
迎
え
る
こ

と
に
な
る
。
各
国
へ
の
事
前
協

議
は
、
ア
メ
リ
カ
と
の
協
議
が

中
心
に
な
り
、
ア
メ
リ
カ
は
既

に
牛
肉
の
輸
入
拡
大
や
各
種
の

規
制
緩
和
を
日
本
に
求
め
て
い

る
。
今
の
段
階
で
も
「
す
べ
て

の
関
税
ゼ
ロ
と
非
関
税
障
壁
の

撤
廃
」
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い

る
。
よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、

政
府
に
対
し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い

て
の
情
報
公
開
と
説
明
を
徹
底

し
て
行
う
と
と
も
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

へ
の
参
加
方
針
を
直
ち
に
撤
回

す
る
こ
と
を
求
め
る
。

◇
第
32
回
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
及
び
第
16
回
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
大
会
東
京
招
致
に
関

す
る
決
議

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
及

び
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

は
、
参
加
す
る
者
、
見
る
者
に

大
き
な
感
動
を
与
え
て
き
た
。

中
で
も
日
本
人
選
手
の
活
躍

は
、
世
界
に
我
が
国
の
存
在
感

を
示
し
、
ま
た
、
国
民
に
大
い

な
る
希
望
を
与
え
て
き
た
。
東

日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
事
故
は
、
甚
大
な
被

害
を
も
た
ら
し
た
が
、
現
在
、

復
興
と
収
束
に
向
け
て
大
き
く

歩
み
出
し
て
い
る
。
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
も

た
ら
す
人
間
の
持
つ
可
能
性
へ

の
限
り
な
い
信
頼
は
、
復
興
へ

平
成
23
年
７
月
、
地
上
波
テ
レ

ビ
は
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
と
完
全

移
行
（
被
災
３
県
を
除
く
）
し

た
こ
と
に
よ
り
、
テ
レ
ビ
の
音

声
を
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
か
ら
聞
く
こ

と
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
多
機
能
化
に
伴
っ
て
テ
レ

ビ
の
操
作
は
こ
れ
ま
で
よ
り
複

雑
に
な
っ
て
い
る
が
、
リ
モ
コ

ン
な
ど
の
操
作
情
報
の
音
声
化

の
開
発
な
ど
は
メ
ー
カ
ー
任
せ

で
な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い
。

ま
た
、
テ
レ
ビ
情
報
の
平
等
な

入
手
に
欠
か
せ
な
い
解
説
放
送

を
ふ
や
す
具
体
的
な
施
策
も
な

い
上
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
に
よ
る
テ

レ
ビ
放
送
受
信
の
道
も
絶
た
れ

て
し
ま
い
、
こ
の
ま
ま
で
は
視

覚
障
が
い
者
か
ら
テ
レ
ビ
が
遠

ざ
け
ら
れ
て
し
ま
う
。
視
覚
障

が
い
者
に
と
っ
て
も
テ
レ
ビ
は

欠
か
せ
な
い
メ
デ
ィ
ア
で
あ

り
、
災
害
時
に
お
い
て
も
テ
レ

ビ
情
報
は
不
可
欠
で
あ
る
。ま

た
、Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
で
聞
く
こ
と

が
で
き
る
テ
レ
ビ
放
送
は
、
テ

レ
ビ
が
見
ら
れ
な
い
中
で
作
業

を
行
う
さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の

方
々
に
も
ニ
ー
ズ
が
あ
っ
た
。

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、
政
府

に
対
し
、
次
の
事
項
を
速
や
か

に
実
施
さ
れ
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。
⑴
携
帯
用
ラ
ジ
オ
に
、

テ
レ
ビ
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

の
受
信
機
能
を
付
加
し
、
従
来

ど
お
り
テ
レ
ビ
放
送
が
聞
け
る

よ
う
に
す
る
こ
と
。
⑵
受
信
機

や
録
画
機
の
リ
モ
コ
ン
の
す
べ

て
の
機
能
が
、
音
声
ガ
イ
ド
を

手
が
か
り
に
操
作
で
き
る
テ
レ

ビ
の
開
発
を
推
進
す
る
施
策
を

講
じ
る
な
ど
、
視
覚
障
が
い
者

の
使
い
や
す
さ
を
最
大
限
考
慮

す
る
こ
と
。
⑶
解
説
放
送
、
ニ

ュ
ー
ス
な
ど
の
テ
ロ
ッ
プ
・
字

幕
の
読
み
上
げ
を
大
幅
に
ふ
や

し
、
テ
レ
ビ
放
送
に
お
け
る
情

報
バ
リ
ア
を
な
く
す
こ
と
。

る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
急
務
で

あ
る
。よ
っ
て
、本
市
議
会
は
、

政
府
に
対
し
、
次
の
事
項
に
つ

い
て
積
極
的
に
取
り
組
み
、
サ

イ
バ
ー
攻
撃
に
対
す
る
国
民
の

安
全
安
心
を
守
る
よ
う
強
く
求

め
る
。
⑴
国
家
と
し
て
の
安
全

保
障
、
国
民
の
安
心
・
安
全
の

観
点
か
ら
、
現
在
の
方
針
を
見

直
し
、
国
家
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
の
基
本
戦
略
を
再
構
築
す
る

と
と
も
に
、
省
庁
横
断
で
よ
り

強
力
な
権
限
を
持
つ
情
報
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
の
た
め
の
組
織
を

早
期
に
創
設
し
、
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

取
り
組
む
こ
と
。
⑵
政
府
は
、

重
要
な
公
の
社
会
基
盤
に
対
す

る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
可
能
性
を

検
証
し
、
地
方
自
治
体
に
対
す

る
サ
イ
バ
ー
攻
撃
対
策
に
つ
い

て
も
、早
急
に
戦
略
を
構
築
し
、

指
針
を
示
す
こ
と
。⑶
政
府
は
、

現
在
不
定
期
開
催
と
な
っ
て
い

る
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
政
策
会

議
を
定
期
に
開
催
し
、
情
報
保

全
の
危
機
分
析
、
内
外
情
勢
分

析
等
を
行
い
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
対
策
の
適
時
適
正
性
を
管
理

し
、
状
況
に
応
じ
た
適
切
な
政

策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
。
⑷

政
府
は
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対

策
及
び
そ
の
た
め
の
重
要
イ
ン

フ
ラ
防
護
対
策
の
推
進
に
際
し

て
は
、
積
極
的
に
民
間
の
ノ
ウ

ハ
ウ
と
活
力
を
取
り
入
れ
、
官

民
一
体
と
な
っ
た
オ
ー
ル
ジ
ャ

パ
ン
体
制
で
推
進
す
る
こ
と
。

▪
視
覚
障
が
い
者
か
ら
テ
レ
ビ

を
遠
ざ
け
な
い
地
上
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
放
送
を
求
め
る
意
見
書

　

Ｆ
Ｍ
放
送
と
テ
レ
ビ
の
ア
ナ

ロ
グ
放
送
は
と
も
に
Ｖ
Ｈ
Ｆ
帯

の
電
波
を
使
う
た
め
、
多
く
の

視
覚
障
が
い
者
が
１
台
で
両
方

聞
け
る
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
で
テ
レ
ビ

を
楽
し
ん
で
き
た
。
し
か
し
、

▪
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策

の
充
実
を
求
め
る
意
見
書

　

衆
議
院
や
参
議
院
、
政
府
機

関
を
狙
っ
た
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に

よ
り
情
報
流
出
の
可
能
性
が
あ

る
と
の
発
表
が
行
わ
れ
、
国
民

の
不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
。
サ

イ
バ
ー
攻
撃
に
対
す
る
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
ー
対
策
の
充
実
は
、
安

全
保
障
上
の
最
重
点
課
題
の
一

つ
で
あ
る
。
国
及
び
自
治
体
等

の
公
の
機
関
の
重
要
な
情
報
が

サ
イ
バ
ー
攻
撃
で
海
外
に
流
出

す
る
こ
と
は
、
国
益
に
大
き
な

影
響
が
あ
り
、
政
府
が
一
体
と

な
っ
て
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
対
す

働
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
指
定
管
理

者
に
指
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
赤
鳥
居
通
り
駐
輪
場
等
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
29
年
３
月
31
日
ま
で
株
式
会

社
ま
ち
づ
く
り
三
鷹
を
指
定
管

理
者
に
指
定
す
る
も
の
で
す
。

市
道
路
線
の
認
定

◆
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　

道
路
法
の
規
定
に
基
づ
き
市

道
第
841
号
線
77
メ
ー
ト
ル
及
び

市
道
第
842
号
線
44
メ
ー
ト
ル
を

新
た
に
認
定
す
る
も
の
で
す
。

補
正
予
算

◆
平
成
23
年
度
三
鷹
市
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
、

そ
れ
ぞ
れ
４
億
６
千
96
万
６
千

円
減
額
し
、
総
額
を
647
億
４
千

915
万
３
千
円
と
す
る
と
と
も

に
、
債
務
負
担
行
為
及
び
地
方

債
の
補
正
を
行
う
も
の
で
す
。

補
正
の
内
容
は
、
公
会
堂
等
整

備
事
業
費
の
減
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
関
係
費
の
減
、
消
防
事

務
事
業
東
京
都
委
託
関
係
費
の

増
、
消
防
団
運
営
費
の
増
な
ど

で
す
。

◆
平
成
23
年
度
三
鷹
市
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、

そ
れ
ぞ
れ
１
億
５
千
737
万
１
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
168
億
２

千
33
万
３
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
平
成
22
年
度
の
療
養
給
付

費
等
の
確
定
に
伴
い
、
国
庫
負

担
金
の
返
還
等
を
行
う
も
の
で

す
。指

定
管
理
者
の
指
定

◆
三
鷹
市
牟
礼
地
区
公
会
堂
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
28
年
３
月
31
日
ま
で
牟
礼
上

本
町
会
を
指
定
管
理
者
に
指
定

す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
市
民
協
働
セ
ン
タ
ー

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平

成
29
年
３
月
31
日
ま
で
特
定
非

営
利
活
動
法
人
み
た
か
市
民
協

◆
三
鷹
市
住
民
基
本
台
帳
カ
ー

ド
の
利
用
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の

多
機
能
端
末
機
に
よ
る
住
民
票

の
写
し
等
の
交
付
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
を
図
る
も
の
で
、
多
機
能

端
末
機
で
交
付
す
る
証
明
書
と

し
て
、
市
民
税
・
都
民
税
に
関

す
る
証
明
書
及
び
三
鷹
市
に
本

籍
を
有
す
る
者
に
係
る
戸
籍
に

関
す
る
証
明
書
を
追
加
す
る
と

と
も
に
、
手
数
料
条
例
を
一
部

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
　

平
成
23
年
度
の
一
般
職
職
員

の
例
月
給
与
を
引
き
下
げ
る
と

と
も
に
、
通
勤
手
当
の
支
給
対

象
者
の
範
囲
の
見
直
し
及
び
一

月
当
た
り
の
支
給
上
限
額
の
設

定
を
新
た
に
行
う
も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
職
員
退
職
手
当
支
給

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

退
職
手
当
制
度
の
一
層
の
適

正
化
を
図
り
、
公
務
に
対
す
る

市
民
の
信
頼
確
保
に
資
す
る
た

め
、
一
般
職
職
員
の
退
職
手
当

に
つ
い
て
の
支
給
制
限
及
び
返

納
の
制
度
の
拡
充
や
、
三
鷹
市

退
職
手
当
審
査
会
を
設
置
す
る

も
の
で
す
。

◆
三
鷹
市
立
児
童
遊
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

井
口
西
児
童
遊
園
を
廃
止
す

る
も
の
で
す
。

▪
防
災
会
議
に
女
性
の
視
点
を

取
り
入
れ
る
こ
と
を
求
め
る
意

見
書

　

国
の
防
災
基
本
計
画
に
は
、

２
０
０
５
年
に
「
女
性
の
参

画
・
男
女
双
方
の
視
点
」
が
初

め
て
盛
り
込
ま
れ
、
２
０
０
８

年
に
は
「
政
策
決
定
過
程
に
お

け
る
女
性
の
参
加
」
が
明
記
さ

れ
た
。
地
域
防
災
計
画
に
も
女

性
の
参
画
・
男
女
双
方
の
視
点

が
取
り
入
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る

が
、
具
体
的
な
施
策
に
ま
で
反

映
さ
れ
て
い
る
と
は
必
ず
し
も

言
え
な
い
。
中
央
防
災
会
議
の

「
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
を

教
訓
と
し
た
地
震
・
津
波
対
策

に
関
す
る
専
門
調
査
会
」
が
取

り
ま
と
め
た
報
告
に
お
い
て

も
、
防
災
会
議
へ
女
性
委
員
を

積
極
的
に
登
用
し
、
こ
れ
ま
で

反
映
が
不
十
分
で
あ
っ
た
女
性

の
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
へ

の
配
慮
が
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
、

政
府
に
対
し
、
防
災
会
議
に
女

性
の
視
点
を
反
映
さ
せ
る
た

め
、
次
の
項
目
に
つ
い
て
速
や

か
に
実
施
す
る
よ
う
強
く
要
望

す
る
。
⑴
中
央
防
災
会
議
に
少

な
く
と
も
３
割
以
上
の
女
性
委

員
を
登
用
す
る
こ
と
。
⑵
地
方

防
災
会
議
へ
女
性
委
員
を
積
極

的
に
登
用
す
る
た
め
、
都
道
府

県
知
事
や
市
区
町
村
の
長
の
裁

量
に
よ
り
、
地
方
防
災
会
議
に

有
識
者
枠
を
設
け
る
こ
と
を
可

能
と
す
る
災
害
対
策
基
本
法
の

改
正
を
速
や
か
に
行
う
こ
と
。

▪
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
協
議
の
撤
回
を

求
め
る
意
見
書

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
参
加
に
つ
い
て
、

野
田
首
相
は
「
関
係
国
と
協
議

に
入
る
」
と
表
明
し
た
。
今
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
ど
こ
ろ
か
内

容
に
つ
い
て
も
国
民
の
多
く
は

理
解
で
き
て
い
な
い
状
況
で
、

参
加
協
議
の
説
明
は
世
論
調
査

可
決
し
た
議
案

第
４
回
定
例
会

条
　
例

市
長
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案

意
見
書
・
決
議（
要
旨
） 上連雀二丁目駐輪場


